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 報文  

 

女子大学生における隠れ肥満を発症する身体的特徴と摂取栄養素との関連 

The association of hidden obesity body characteristics and food intake in young Japanese females 

 

藤井（保科）由智恵 1*，菅原詩緒理 2，西川正純 3 

（投稿日：2025.5.13，受理日：2025.12.22） 

 

 若年女性の痩身願望による無理な食事制限は，骨粗鬆症や体脂肪率の増加による隠れ肥

満の発症に影響を与える。本研究では，女子大学生 141 名を対象に BIA 法による身体計測

と食事調査を実施し，隠れ肥満の身体的特徴と摂取栄養素の関連を明らかにすることとし

た。解析対象は，回答が得られた 135名で回答率は 95.7%だった。本研究の女子大学生の平

均年齢は 19.6 ± 0.6歳あった。対象者全体の 61.5%に隠れ肥満のリスクを有していた。身体

的特徴としては，体重，BMI，体脂肪率，体脂肪量の高値，筋肉量，基礎代謝量の低値が挙

げられた。食事調査では，エネルギー調整を行い，肉類の摂取量で隠れ肥満群，隠れ肥満傾

向群，肥満群，標準体重群，痩せ群の順で有意に高値が認められ，多重比較の結果，隠れ肥

満群は痩せ群と比較し有意に高値が認められた。以上のことから，隠れ肥満の発症には，体

脂肪率の高値と筋肉量の低値の身体的な偏りと肉類の摂取量の高値が関連することが示唆

された。 

 

キーワード：隠れ肥満，若年女性，食物摂取頻度調査 

 

1．緒言 

日本肥満学会によると肥満は，脂肪組織

に脂肪が過剰に蓄積した状態で，体格指数

（BMI：Body Mass Index）が 25以上のもの

と定義されている 1）。 

 世界保健機関（WHO：World Health 

Organization）が 2016年に実施した調査によ

ると，18歳以上の成人の39%（19億人以上）

に過体重がみられそのうち，13%（6億 5千

万人以上）が肥満であることが明らかとな

っている 2）。さらに，5～19歳の子ども・青

年においては，3 億 4 千万人以上で過体重

または肥満を有しており，1990年から 2022

年にかけて、肥満とともに暮らす 5～19 歳

の子どもと青少年の割合は、世界全体で 2%

から 8%へと 4倍に増加し、肥満とともに暮

らす 18歳以上の成人の割合は、7%から 16%

へと 2 倍以上に増加していることが報告さ

れ肥満への対策が必要とされている 2）。我

が国の健康日本 21（第三次）3）の目標にお

いても小児，生徒の肥満に対する目標が掲

げられているが，令和元年度の国民健康・栄

養調査報告 4）によると，20歳以上の女性で
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BMI のみ 25 以上の者の割合が 5.6%，腹囲

のみ 90cm 以上では 0.9%，いずれも超えて

いるのが 3.7%でみられ，年齢を重ねるにつ

れ，その割合が高くなっていることから，よ

り早期から肥満に対する対策が急務である

と考える。 

肥満の判定基準に用いられているBMIだ

けでは判別できない隠れ肥満は，BMI 25未

満と正常範囲を示しながら，脂肪組織が蓄

積した状態である 5）。若年者における食習

慣の問題点としては，自己の体型認識を過

大評価することによる痩身願望から，無理

な食事制限，就寝・起床時間の遅延から起こ

る朝食欠食といった生活習慣の乱れが知ら

れている 6-8）。隠れ肥満者にみられる身体的

特徴には除脂肪量の低値が挙げられ，これ

は骨・筋肉の減少，体力・運動能力の低下に

加え，糖尿病といった生活習慣病の発症要

因になることにも繋がる 7-10）。隠れ肥満は男

性よりも女性の方が約 2.5倍も多く存在し，

女性の隠れ肥満者は胴囲が大きい傾向にあ

ることが報告されている 11）。武田ら 10）は，

女子大学生の 29.4%に隠れ肥満，32.9%に隠

れ肥満傾向があることを報告している。ま

たこれまで，女子大学生を対象にした隠れ

肥満と関連する摂取栄養素について報告さ

れている。まず，相川ら 9）は，隠れ肥満傾

向者の食物摂取状況について調査した結果，

BMI，体脂肪率が高いと動物性脂質の摂取

量に有意に高値が認められ，脂質エネルギ

ー比率も有意に高値であり，糖質のエネル

ギー比率が低い傾向であったことを報告し

ている。堀内ら 12）は女子大学生を対象に調

査した結果，隠れ肥満者の食事の特徴とし

ては，食事の摂取量が少なく，ビタミン K，

食物繊維，豆類，緑黄色野菜以外の野菜類，

きのこ類の摂取量が有意に少ないことを報

告している。これらの先行研究 9,12）を比較

しても身体的特徴として，体重，BMI，体脂

肪率が高値を示すといった特徴は明らかに

なっていても，隠れ肥満の発症に関連する

栄養素は同様の結果ではない。そこで本研

究では，若年女性を対象に BIA（Bioelectrical 

Impedance Analysis，以下 BIA）法にて測定

した身体測定値から隠れ肥満者の身体的特

徴と栄養素等摂取量を明らかにするととも

に，隠れ肥満を発症する栄養素及び食品群

について調査した。 

 

2．方法 

(1) 対象者 

対象者は，女子大学 2 年生 141 名を対象

とした。そのうち，全質問事項の回答が得ら

れた 135 名（回答率 95.7%）を解析対象者

とした。 

 

(2) 群分け・実施時期 

対象者は，既報 10）の区分を参考に表 1に

示した。痩せ群は「BMI 18.5 未満」の 18名，

標準体重群は「BMI 18.5 以上 25.0 kg/m²未

満，体脂肪率 24.9%まで」の 23 名とした。

隠れ肥満傾向群は「BMI 18.5 以上 25.0 kg/m²

未満，体脂肪率 25.0以上 30.0%未満」の 41

名，隠れ肥満群は「BMI 18.5 以上 25.0 kg/m²

未満，体脂肪率 30.0%以上」の 42名，肥満

群は「BMI 25.0 kg/m²以上，体脂肪率 30.0%

以上」の 11名として対象者を 5群に分けた。

調査時期は，2017年 6月から 8月に実施し

た。なお，痩せ群については，体脂肪率が高

値であっても BMI が低値であった場合は

BMIを基準に群分けを行った。 

 

(3) 測定項目 

1) 身体組成 
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測定項目は，身長，体重，BMI，体脂肪率，

体脂肪量，筋肉量，基礎代謝量，頚部周囲長，

胸部周囲長，腹部周囲長，臀部周囲長，体タ

ンパク質量とした。 

対象者の身体計測として身長は，身長計

を用いて測定した。体組成分析は 8 極誘導

インピーダンス法による高精度体成分分析

装置 InBody730（インボディジャパン社製）

により測定した。対象者は食後 2 時間以上

経過後，排尿をすませ，できるだけ薄着かつ

裸足で測定機器上に立ち，ハンドルを両手

で握り 30 秒以上静止して体重と体脂肪量

等を測定した。 

 

2) 食事調査 

食物摂取状況については，過去 1～2カ月

間の平均的な食事内容を把握するために，

自記式判定量食物摂取頻度調査法である

「エクセル栄養君 食物摂取頻度調査 

FFQg Ver.4.0調査票」13）を用いて，記入内

容を確認後，エネルギー摂取量，各栄養素及

び食品群摂取量を算出した。FFQ は，過去

1～2か月間の平均的な食事内容を把握する

ための自記式半定量食物摂取頻度調査であ

る。この FFQは，高橋ら 14）及び高橋 15）に

より摂取量が把握できることを報告してい

る。また，本研究と同年代の木下ら 16），松

本ら 17）も用いていることから，同等の者の

習慣的な摂取量を把握する妥当性は得られ

ている。 

 

(4) 統計解析 

得られた結果は，平均値 ± 標準偏差で示

した。体脂肪率と BMIは，Spearman相関分

析を行い，関係性を示した。栄養素および食

品群別摂取量では，得られた結果を 5 群間

でShapiro-Wilk検定により正規性を判定し，

密度法にて調整したのち，Kruskal-Wallis検

定を用いて群間比較を行い，有意差が認め

られた項目については，Steel-Dwassの多重

比較を行った。有意水準は 5%未満（両側検

定）とし，統計処理には，エクセル統計 

Ver.4.05（社会情報サービス，東京）を用い

た。 

 

(5) 倫理的配慮 

 本研究は，World Medical Associationによ

って承認されたヘルシンキ宣言の精神に従

って計画され，仙台白百合女子大学倫理委

員会の承認を得て実施した（承認日：2016

年 4 月 12 日）。研究参加者には，研究目的

や方法，参加は個人の自由であることを説

明し，書面によるインフォームドコンセン

トを得た。 

 

3．結果 

(1) 対象集団の特徴 

対象者の特徴を表 2 に示した。対象者の

平均年齢は 19.6 ± 0.6歳，身長は 158.2 ± 5.3

歳，体重は 52.4 ± 6.8 kg，BMIは 20.9 ± 2.4 

表 1 対象者の群分け 

人 ％

群分け基準 人（％） 18 (13.3) 106 (78.5) 11 (8.1) 135 100.0

肥満群 11 8.1

隠れ肥満群 42 31.1

やや高い　25.0-29.9％ 隠れ肥満傾向群 41 30.4

適正　20.0-24.9％ 標準体重群 23 17.0

低い　20.0％未満 痩せ群 18 13.3-

BMI

低体重 普通体重 肥満体重

18.5kg/m²未満 18.5-24.9kg/m² 25.0kg/m²以上

体脂肪率

高い（肥満）30.0％～
- - 11

1 42 -

5 41 -

- 23 -

12 -
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kg/m²，体脂肪率は 28.6 ± 5.1%であった。 

 

(2) 各群の人数・割合 

本研究対象者を既報 10）を参考に区分した

結果を表 1 に示した。非隠れ肥満の痩せ群

は 18 名の 13.3%，標準体重群は 23 名の

17.0%，隠れ肥満傾向群は 41 名の 30.4%，

隠れ肥満群は 42名の 31.1%，肥満群は 11名

の 8.1%であった。 

 

(3) 身体組成 

 本研究対象者のBMIと体脂肪率の関係を

図 1 に示した。2 項目間における有意に正

の相関が認められた（r=0.7242，p=<0.001）。 

5群間の身体組成の比較を表 3，多重比較

の結果を表 4 に示した。体重は，肥満群，

隠れ肥満群，標準体重群，隠れ肥満傾向群，

痩せ群の順で有意に高値が認められた。多

重比較の結果，隠れ肥満群は，痩せ群，隠れ

肥満傾向群との間で有意に高値，肥満群と

の間で有意に低値が認められた。BMI，体脂

肪量は，肥満群，隠れ肥満群，隠れ肥満傾向

群，標準体重群，痩せ群の順で有意に高値が

認められた。多重比較の結果，隠れ肥満群は

いずれの項目で，痩せ群，標準体重群，隠れ

肥満傾向群との間で有意に高値，肥満群と

の間で有意に低値が認められた。体脂肪率

は，肥満群，隠れ肥満群，隠れ肥満傾向群，

痩せ群，標準体重群の順で有意に高値が認

められた。多重比較の結果，隠れ肥満群は，

痩せ群，標準体重群，隠れ肥満傾向群との間

で有意に高値，肥満群との間で有意に低値

が認められた。筋肉量は，肥満群，標準体重

群，隠れ肥満傾向群，隠れ肥満群，痩せ群の

順で有意に高値が認められた。多重比較の

結果，隠れ肥満群は，痩せ群と比較し有意に

高値，標準体重群と比較し有意に低値が認

められた。基礎代謝量，体タンパク質量は，

肥満群，標準体重群，隠れ肥満傾向群，隠れ

肥満群，痩せ群の順で有意に高値が認めら

れた。多重比較の結果，隠れ肥満群は，基礎

代謝量，体タンパク質量ともに，標準体重群

との間で有意に低値が認められた。頚部周

囲長，胸部周囲長は，肥満群，隠れ肥満群，

標準体重群，隠れ肥満傾向群，痩せ群の順で

有意に高値が認められた。多重比較の結果，

隠れ肥満群は，頚部周囲長では，痩せ群との

間で有意に高値，肥満群との間で有意に低

値が認められた。胸部周囲長では，痩せ群と

隠れ肥満傾向群との間で有意に高値，肥満

群との間で有意に低値が認められた。腹部

周囲長，臀部周囲長は，肥満群，隠れ肥満群，

隠れ肥満傾向群，標準体重群，痩せ群の順で

有意に高値が認められた。多重比較の結果，

隠れ肥満群はいずれの項目で，痩せ群，標準

体重群，隠れ肥満傾向群との間で有意に高

値，肥満群との間で有意に低値が認められ

表 2 対象者の特徴 

図 1 BMIと体脂肪率の関係 

項目 単位

年齢 (age) 19.6 ± 0.6

身長 (cm) 158.2 ± 5.3

体重 (kg) 52.4 ± 6.8

BMI (kg/m²) 20.9 ± 2.4

体脂肪率 （％） 28.6 ± 5.1

体脂肪量 (kg) 15.2 ± 4.1

平均値±標準偏差

n=135
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表 3 身体的特徴 

表 4 身体的特徴（多重比較結果） 

（単位）

年齢 （age) 19.6 ± 0.5 19.5 ± 0.6 19.6 ± 0.7 19.6 ± 0.6 19.4 ± 0.5 0.7843

身長 (cm) 159.0 ± 6.2 159.8 ± 6.7 158.0 ± 4.6 157.4 ± 3.7 156.4 ± 8.3 0.5212

体重 (kg) 44.4 ± 3.7 51.5 ± 6.3 51.4 ± 4.5 54.3 ± 4.5 63.6 ± 8.3 <0.001

BMI (kg/m²) 17.6 ± 0.7 20.0 ± 1.2 20.5 ± 1.2 21.9 ± 1.5 25.9 ± 1.4 <0.001

体脂肪率 （％） 23.5 ± 3.6 23.0 ± 1.7 27.4 ± 1.4 33.0 ± 2.2 36.5 ± 3.7 <0.001

体脂肪量 (kg) 10.4 ± 1.8 11.9 ± 1.9 14.1 ± 1.6 18.0 ± 2.2 23.2 ± 3.6 <0.001

筋肉量 (kg) 32.3 ± 3.9 37.3 ± 4.4 34.9 ± 2.8 34.1 ± 2.7 38.1 ± 5.6 <0.001

基礎代謝量 (kcal) 1112.3 ± 87.9 1225.7 ± 101.3 1171.1 ± 64.3 1154.6 ± 62.4 1243.9 ± 129.6 <0.001

頚部周囲長 (cm) 28.79 ± 1.8 30.37 ± 2.1 29.86 ± 1.0 30.43 ± 1.0 33.14 ± 2.4 <0.001

胸部周囲長 (cm) 77.33 ± 4.0 81.37 ± 3.5 81.10 ± 2.3 83.10 ± 2.8 89.76 ± 4.9 <0.001

腹部周囲長 (cm) 65.51 ± 4.5 69.81 ± 3.6 71.28 ± 2.8 75.77 ± 3.7 84.56 ± 5.1 <0.001

臀部周囲長 (cm) 85.58 ± 2.6 88.76 ± 2.9 89.44 ± 2.4 92.05 ± 2.5 97.41 ± 3.3 <0.001

体タンパク質量 (g) 6.7 ± 0.8 7.8 ± 1.0 7.3 ± 0.6 7.1 ± 0.6 8.0 ± 1.2 <0.001

平均値±標準偏差

5群比較：Kruskal-Wallis

非隠れ肥満

隠れ肥満傾向群 隠れ肥満群 肥満群 p
痩せ群 標準体重群
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た。 

 

(4) エネルギー及び栄養素摂取量，食品群別

摂取量 

 エネルギー及び栄養素摂取量の群間比較

の結果を表 5，多重比較の結果を表 6 に示

した。エネルギー摂取量は，肥満群，隠れ肥

満傾向群，標準体重群，隠れ肥満群，痩せ群

の順で有意に高値が認められた。多重比較

の結果，隠れ肥満群は，いずれの群と有意な

差異は認められなかったが，肥満群は痩せ

群との間で有意に高値が認められた。栄養

素等摂取量では，5群間で有意な差異は認め

られなかった。食品群別摂取量では，肉類の

摂取量で，隠れ肥満群，隠れ肥満傾向群，肥

満群，標準体重群，痩せ群の順で有意に高値

が認められた。多重比較の結果，隠れ肥満群

は痩せ群との間で有意に高値が認められた。 

 

4．考察 

 本研究は，若年女性にみられる隠れ肥満

の身体的特徴を BIA法による測定と食事調

査によるエネルギー及び栄養素，食品群別

摂取量を比較し関連性について検討したも

のである。 

 本研究対象者の全体の身体的特徴を令和

元年度国民健康・栄養調査報告 4）の 20-29

歳と比較したところ，体重では 3.7 kg の差

があったが，身長，BMI は同様の値であっ

たことから標準的な体型の集団であると考

えられた。同調査 4）における本研究対象者

世代の女性 20～29 歳の痩せ（BMI 18.5 未

満）は 20.7%，普通（18.5以上 25未満）は

70.4%，肥満（25以上）8.9%だった。これを

本研究対象者に当てはめると痩せは13.3%，

普通は 78.5%，肥満は 8.1%の集団であった。

また本研究対象者を痩せ群，標準体重群，隠

れ肥満傾向，隠れ肥満群，肥満群の 5 群に

区分し，隠れ肥満傾向群と隠れ肥満群を合

わせると 61.5%であった。これは本研究対

象者の年代層と同じ先行研究 10）と同様の割

合であり，本研究対象者に限ったものでは

なかったことから，若年女性の特徴のひと

つであると考えられた。 

本研究は BIA 法による体組成分析を実施

した。代謝効率を考慮するときには，筋肉量

が必要である 18）。本研究の隠れ肥満群は，

標準体重群と比較し，BMI，体脂肪率，体脂

肪量，腹部周囲長，臀部周囲長，体タンパク

質量において有意に高値を示した。本研究

と同様に BIA 法を用いて女子学生を対象に

隠れ肥満を有する者の特徴を調査した武田

ら 10）の結果からも，隠れ肥満者は体脂肪量

が多いことが挙げられている。富田ら 18）に

よれば，隠れ肥満者の体脂肪率の増加は，身

体活動不足による骨量・筋肉量が低いこと

が原因で，脂肪燃焼に関連する能力が不足

していると考えられている。また，本研究対

象者の隠れ肥満群は，標準体重群と比較し

筋肉量で有意に低値，基礎代謝量では有意

な差異は認められなかったが低値を示した

ことから，これまでの先行研究 18）と同様の

傾向が示された。しかし，本研究の対象者に

は，運動習慣などの調査を実施していない

ため今後は，運動習慣等の身体活動量が不

足している原因についても調査する必要が

ある。 

さらに，弓桁ら 19）の報告によると，隠れ

肥満予備群（BMI 25.0 未満，体脂肪率 25.0

以上 30.0%未満），隠れ肥満群（BMI 18.5以

上 25.0未満，体脂肪率 30.0%以上），肥満群

（BMI 25.0 以上，体脂肪率 30.0%以上）で

は，下半身よりも上半身に体脂肪が分布す

ることが明らかにされている。本研究の
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BIA法による測定結果から，胸部周囲長は，

肥満群，隠れ肥満群，標準体重群，隠れ肥満

傾向群，痩せ群の順で有意に高値が認めら

れた。腹部周囲長，臀部周囲長は，肥満群，

隠れ肥満群，隠れ肥満傾向群，標準体重群，

痩せ群の順で有意に高値が認められた。隠

表 5 エネルギーおよび栄養素，食品群別摂取量 

（単位）

エネルギー (kcal) 1636.3 ± 253.0 1772.3 ± 304.4 1830.5 ± 255.2 1754.8 ± 261.1 2009.2 ± 299.0 0.0108

タンパク質 (g) 32.5 ± 4.1 34.7 ± 6.8 34.1 ± 5.6 35.5 ± 5.7 35.2 ± 5.9 0.3244

脂質 (g) 33.4 ± 4.9 35.6 ± 5.4 34.3 ± 5.3 35.5 ± 5.1 33.3 ± 5.8 0.5136

炭水化物 (g) 137.4 ± 9.9 129.7 ± 14.4 133.3 ± 14.6 129.4 ± 14.3 134.6 ± 18.2 0.2083

灰分 (g) 8.1 ± 2.0 7.8 ± 2.1 7.3 ± 1.7 7.3 ± 1.3 7.3 ± 1.9 0.5156

ナトリウム (mg) 1815.1 ± 712.1 1668.3 ± 633.9 1620.0 ± 592.6 1527.8 ± 396.1 1569.2 ± 743.7 0.5727

カリウム (mg) 1120.7 ± 192.6 1165.5 ± 266.6 1057.3 ± 222.6 1121.0 ± 197.3 1068.9 ± 149.9 0.3320

カルシウム (mg) 291.9 ± 105.8 270.8 ± 93.1 259.1 ± 78.2 260.6 ± 67.8 262.6 ± 63.7 0.7258

マグネシウム (mg) 112.1 ± 16.1 121.0 ± 23.6 110.1 ± 18.0 114.3 ± 17.6 113.0 ± 14.5 0.5464

リン (mg) 509.3 ± 73.1 516.9 ± 94.7 499.3 ± 73.6 513.8 ± 74.4 514.1 ± 70.1 0.8116

鉄 (mg) 3.4 ± 0.6 3.8 ± 0.9 3.5 ± 0.7 3.6 ± 0.6 3.3 ± 0.5 0.5698

亜鉛 (mg) 4.2 ± 0.6 4.3 ± 0.7 4.3 ± 0.6 4.4 ± 0.7 4.3 ± 0.7 0.7518

銅 (mg) 0.5 ± 0.1 0.6 ± 0.1 0.5 ± 0.1 0.5 ± 0.1 0.5 ± 0.1 0.5953

マンガン (mg) 1.3 ± 0.3 1.3 ± 0.2 1.2 ± 0.2 1.2 ± 0.2 1.2 ± 0.2 0.8967

ヨウ素 (μg) 396.1 ± 342.8 409.9 ± 280.2 327.9 ± 219.2 299.4 ± 300.0 267.0 ± 131.4 0.2392

セレン (μg) 24.8 ± 4.7 26.5 ± 9.7 25.4 ± 7.6 26.3 ± 6.7 26.1 ± 5.9 0.9495

クロム (μg) 3.6 ± 1.3 3.6 ± 1.3 3.4 ± 0.9 3.3 ± 0.8 2.8 ± 1.2 0.1827

モリブデン (μg) 87.3 ± 25.0 87.3 ± 20.5 82.9 ± 22.2 81.6 ± 18.2 82.3 ± 23.7 0.8929

レチノール (μg) 123.5 ± 37.0 111.8 ± 30.4 110.7 ± 29.3 119.1 ± 25.8 115.6 ± 28.6 0.5760

βカロテン (μg) 1593.1 ± 791.2 1602.2 ± 921.2 1376.8 ± 872.6 1546.0 ± 909.6 1110.9 ± 539.0 0.4215

βカロテン当量 (μg) 1810.4 ± 859.0 1841.2 ± 1037.2 1615.4 ± 968.2 1789.0 ± 1009.8 1326.1 ± 601.7 0.5220

レチノール当量 (μg) 275.8 ± 69.9 269.1 ± 98.8 251.6 ± 92.4 270.3 ± 93.5 229.2 ± 43.5 0.4407

ビタミンＤ (μg) 2.6 ± 1.0 3.1 ± 2.6 2.8 ± 1.7 2.8 ± 1.4 3.2 ± 1.2 0.7889

ビタミンE (mg) 3.1 ± 0.6 3.4 ± 0.7 3.0 ± 0.6 3.1 ± 0.7 2.8 ± 0.6 0.2137

ビタミンＫ (μg) 95.2 ± 33.1 102.7 ± 41.3 86.9 ± 35.9 97.0 ± 35.8 79.0 ± 28.1 0.2834

ビタミンＢ1 (mg) 0.44 ± 0.06 0.47 ± 0.10 0.48 ± 0.09 0.50 ± 0.08 0.47 ± 0.09 0.0931

ビタミンＢ2 (mg) 0.58 ± 0.13 0.56 ± 0.13 0.54 ± 0.10 0.56 ± 0.10 0.56 ± 0.09 0.8456

ナイアシン (mgNE) 6.4 ± 1.6 7.7 ± 2.5 7.4 ± 2.0 7.9 ± 1.8 8.1 ± 2.0 0.0660

ナイアシン当量 (mg) 12.8 ± 2.3 14.6 ± 3.7 14.1 ± 2.9 14.9 ± 2.7 14.9 ± 2.9 0.0842

ビタミンＢ6 (μg) 0.5 ± 0.1 0.5 ± 0.2 0.5 ± 0.1 0.5 ± 0.1 0.5 ± 0.1 0.8019

ビタミンＢ12 (μg) 2.6 ± 1.1 3.2 ± 2.5 3.0 ± 1.6 3.0 ± 1.4 3.4 ± 1.3 0.6211

葉酸 (μg) 128.8 ± 32.6 131.5 ± 45.3 114.5 ± 36.7 125.7 ± 37.2 106.5 ± 27.9 0.1879

パントテン酸 (mg) 2.9 ± 0.4 2.8 ± 0.4 2.8 ± 0.4 2.9 ± 0.4 2.8 ± 0.3 0.5100

ビオチン (μg) 15.6 ± 2.8 16.3 ± 4.3 14.2 ± 3.1 15.3 ± 3.6 15.5 ± 3.3 0.3036

ビタミンC (mg) 39.2 ± 12.7 41.4 ± 17.8 38.8 ± 17.2 40.8 ± 17.1 36.2 ± 16.5 0.9063

水溶性食物繊維 (g) 1.4 ± 0.3 1.4 ± 0.4 1.3 ± 0.4 1.4 ± 0.3 1.2 ± 0.4 0.6213

不溶性食物繊維 (g) 4.4 ± 0.9 4.5 ± 1.3 4.1 ± 1.0 4.3 ± 1.0 3.9 ± 1.0 0.4015

総食物繊維 (g) 6.0 ± 1.2 6.2 ± 1.6 5.6 ± 1.3 5.9 ± 1.3 5.3 ± 1.4 0.5075

食塩相当量 (g) 4.6 ± 1.8 4.2 ± 1.6 4.1 ± 1.5 3.9 ± 1.0 4.0 ± 1.9 0.5835

穀類 (g) 215.5 ± 62.9 196.4 ± 51.2 217.8 ± 57.6 203.1 ± 45.9 220.3 ± 61.2 0.3918

いも類 (g) 25.3 ± 16.8 20.2 ± 13.8 15.6 ± 10.9 16.5 ± 12.6 12.6 ± 8.5 0.1411

緑黄色野菜 (g) 38.6 ± 21.2 38.7 ± 23.8 33.1 ± 22.6 37.7 ± 23.9 26.4 ± 13.8 0.4957

その他の野菜 (g) 63.1 ± 36.2 64.8 ± 48.0 50.6 ± 34.7 60.7 ± 35.7 51.1 ± 32.0 0.4949

海草類 (g) 1.9 ± 2.0 2.0 ± 1.6 1.4 ± 1.3 1.3 ± 1.6 1.1 ± 0.8 0.1291

豆類 (g) 22.7 ± 14.4 33.6 ± 23.8 24.4 ± 19.8 28.4 ± 19.2 24.3 ± 13.4 0.4615

魚介類 (g) 21.7 ± 15.5 32.2 ± 37.9 28.7 ± 23.4 27.7 ± 19.4 34.3 ± 17.2 0.4810

肉類 (g) 40.2 ± 18.5 48.2 ± 26.6 52.7 ± 25.7 59.2 ± 24.3 51.6 ± 28.7 0.0236

卵類 (g) 19.6 ± 6.9 19.7 ± 14.2 16.2 ± 9.3 17.3 ± 9.1 15.2 ± 11.4 0.4050

乳類 (g) 103.2 ± 107.9 66.7 ± 57.8 72.6 ± 56.3 71.4 ± 47.5 81.4 ± 58.2 0.6508

果実類 (g) 24.0 ± 16.6 30.8 ± 22.7 37.6 ± 31.1 34.1 ± 31.2 37.1 ± 42.2 0.7786

菓子類 (g) 47.6 ± 27.7 40.1 ± 24.3 37.8 ± 25.9 36.8 ± 24.3 34.5 ± 33.8 0.3182

砂糖・甘味料類 (g) 2.4 ± 1.7 2.0 ± 2.2 2.3 ± 1.6 2.4 ± 1.6 1.4 ± 1.0 0.1557

種実類 (g) 0.5 ± 0.7 1.1 ± 1.7 0.5 ± 0.9 0.7 ± 1.5 0.8 ± 1.6 0.2760

油脂類 (g) 5.9 ± 2.7 5.8 ± 2.8 5.5 ± 2.5 5.4 ± 3.3 5.6 ± 2.5 0.7152

調味料・香辛料類 (g) 17.8 ± 14.5 15.4 ± 10.8 13.2 ± 10.4 11.4 ± 6.5 14.2 ± 15.4 0.1745

平均値±標準偏差

1000kcal/日あたり

5群比較：Kruskal-Wallis

非隠れ肥満

隠れ肥満傾向群 隠れ肥満群 肥満群 ｐ痩せ群

（体脂肪高値含む）
標準体重群
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れ肥満群と標準体重群の計測値を比較する

と，上半身の胸部周囲長では 1.7 cm，腹囲

周囲長では 6.0 cmでこの 2つを合わせると

7.7 cm の差であった。下半身の臀部周囲長

では 3.3 cmの差であったことから，先行研

究 19)と同様に，隠れ肥満群の方が上半身に

体脂肪が分布している傾向であった。 

若年女性を対象にした体組成と栄養状態

を調査した報告によると，体タンパク質量

は筋肉量の減少と相関することが明らかと

なっている 20）。また，アジア人を対象にし

た調査によると，正常体重肥満いわゆる隠

れ肥満者は，骨格筋量が低下することが人

種的特徴として報告されている 21）。本研究

の隠れ肥満群は，筋肉量，体タンパク質量が

肥満群，隠れ肥満傾向群，標準体重群の 3群

と比較して低値を示したことから，先行研

究 20,21)と同様の特徴を示した。さらに，筋

肉量，体タンパク質量の低値は基礎代謝量

の低値に繋がったと考えられた。 

若年女性では，もともとの食事から摂取

するタンパク質量が目標量を満たされてお

らず，その中でも隠れ肥満を有している女

性では，摂取栄養素が偏ることで将来の骨

粗鬆症の発症などが懸念されている 17，22）。

本研究の食事調査の結果，タンパク質量は

いずれの群でも目標量を満たしておらず，

本研究対象者全体で摂取不足の可能性が考

えられた。 

本研究対象者と同様の世代を対象にした

堀内ら 12）によると，隠れ肥満（BMI 18.5以

上 25.0未満，体脂肪率 30%以上）及び隠れ

肥満傾向（BMI 18.5 以上 25.0未満，体脂肪

率 25以上 30%未満）の女子大学生では，ビ

タミン K，食物繊維，豆類，緑黄色野菜以外

の野菜類・きのこ類の摂取量が低い特徴が

あることが報告されている。また，武田ら 10）

によると隠れ肥満群では野菜類及び緑黄色

野菜類の摂取量が少なく，マヨネーズの摂

取量，揚げ物の摂取量が多いこと，木下ら 16）

においては，隠れ肥満及び隠れ肥満傾向に

ある対象者ほど，野菜類の摂取量が少なく

なることが報告されている。本研究の結果

から，野菜類の摂取量は，標準体重群と隠れ

肥満群は同程度の摂取量であった。さらに，

女子大学生における栄養状態の問題として，

エネルギー摂取量，ビタミン B₁，鉄，カル

シウム，食物繊維総量の摂取量が不足する

ことが明らかになっている 23）。本研究の標

準体重群と隠れ肥満群を比較すると，エネ

ルギー摂取量は，同程度の摂取量であった

が，日本人の食事摂取基準 24)の推定エネル

ギー必要量の摂取基準の身体活動レベルⅡ

に当てはまる本研究対象者は，基準値が

2,000 kcalであるが，肥満群以外の 4群は基

準値よりも低値を示している状態であった。

また食品群別摂取量では，隠れ肥満群と痩

せ群を比較すると，肉類の摂取量で有意に

高値が認められ，標準体重群と比較すると

有意な差異は認められなかったが摂取量に

11 g もの差があったことから，エネルギー

を供給している食品として肉類の摂取量の

偏りが常態化することで，隠れ肥満の発症

に強い影響を与えると考えられた。 

そして，先述しているように今日の日本

では，20歳代の若年者の朝食欠食，野菜摂

表 6 エネルギーおよび栄養素，食品群別摂取量（多重比較結果） 
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取量の不足，痩せの割合の高値が問題視さ

れている 4,23）。若年女性の痩せ願望は，エネ

ルギー摂取量の不足だけでなくカルシウム，

鉄などのミネラル類の摂取量の不足を招き，

除脂肪量が減少することで基礎代謝量が低

下することが報告されている 25）が，本研究

対象者では，いずれの群間において栄養素

摂取量に有意差は認められなかった。さら

に，女子大学生を体重毎に区別すると肥満

体重に傾くにつれて肉類，乳類，菓子類の摂

取量が増加することが知られており 26)，本

研究の対象者においても，同様に隠れ肥満

群，肥満群に傾くにつれて，肉類の摂取量が

増加する傾向がみられたことから，痩せ願

望は若年層の痩せだけではなく，隠れ肥満

として将来の肥満を助長される可能性があ

ると考えられた。 

なお，本研究で得られた栄養素及び食品

群別摂取量は，食物摂取頻度調査での結果

である。食事摂取量の比較には，ゴールドス

タンダードである秤量食事記録調査がある。

本研究では，対象者と同等の者の食物摂取

頻度調査と秤量食事記録調査の結果を比較

した先行研究 27-38）を参考にした。これらの

先行研究を基に本研究の栄養素摂取量の結

果は，妥当性が得られていると推測する。そ

のため，本研究で得られた結果は，新規な知

見になると考える。 

本研究では，以下の限界点が挙げられる。

1点目は，単施設の結果であったことである。

今後は，若年女性における隠れ肥満の実態

を把握するために多施設で実施する必要が

ある。2点目は，血糖値などの血液成分，血

圧の測定を行っていないため，隠れ肥満か

ら将来的なメタボリックシンドロームのリ

スクを推測することができなかった。今後

は，生化学的検査を実施し，将来へのリスク

を検討する必要があると考えられる。3点目

は，食行動に関する調査を実施出来ていな

い点である。食行動として，食事の欠食の有

無など日々の食行動との関連性を繋げられ

なかったことである。隠れ肥満者は，食行動

調査においても異常であることが報告され

ている 39）。今後は，食行動を含めた調査を

行い，エネルギー及び栄養素摂取量と隠れ

肥満に及ぼす影響について検討する必要が

ある。さらに，本研究の痩せ群は，BMI を

基準にしたため，体脂肪率が高値であるに

も関わらず BMI が低体重の者も含まれる。

低体重でありながら体脂肪率が高く，エネ

ルギー及び栄養素等摂取量に偏りが見られ

たことから，体重，BMI で健康状態を判断

するのではなく，体脂肪率等も測定し，隠れ

肥満の発症予防に努める必要があると考え

る。 

以上の結果から，若年女性の隠れ肥満の

発症に及ぼす身体的特徴と摂取栄養素につ

いて調査を行ったところ，身体的特徴とし

て体重，BMI，体脂肪率及び体脂肪量の高値，

筋肉量，基礎代謝量の低値及び上半身への

体脂肪率の分布が隠れ肥満を発症する要因

であると推測された。また，食事調査の結果

から，肥満体重に傾くにつれて，肉類の摂取

量が高値になることで，隠れ肥満を発症す

る可能性が高くなることが示唆されたこと

から，偏りのなく栄養素及び食品群を充足

できるよう努めることが必要であると考え

る。 

 

5. 要約 

 本研究は，女子大学生 135 名を対象に，

身体計測と食事調査を行い，隠れ肥満を発

症する身体的特徴と摂取栄養素の関連につ

いて検討した。その結果，全体の 61.5%に隠
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れ肥満のリスクを有しており，体重，BMI，

体脂肪率，体脂肪量の高値，筋肉量，基礎代

謝量の低値が挙げられた。また，体脂肪の分

布では，これまでの報告 19)と同様に上半身

への分布が多い傾向がみられた。そして，食

事調査の結果から，肉類の摂取量の多いこ

とが隠れ肥満の発症に関連することが示唆

された。 
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Abstract 

This study investigates hidden obesity among female university students, a condition characterized 

by normal weight but high body fat percentage, often exacerbated by extreme dieting practices aimed 

at achieving slimness. We conducted physical measurements by the BIA method and a dietary survey 

on 141 female university students to clarify the relationship between physical characteristics of hidden 

obesity and nutrient intake. The participant pool consisted of 135 respondents with a survey response 

rate of 95.7%. The mean age of the female college students in this study was 19.6 ± 0.6 years. Findings 

revealed that 61.5% of the students were at risk of hidden obesity. Key physical characteristics 

included elevated body weight and BMI, high body fat percentage, body fat mass and low muscle 

mass and basal metabolic rate. These indicators suggest that despite appearing healthy, many students 

may face significant health risks. 

Physical characteristics included high body weight, BMI, and body fat percentage, and low muscle 

mass and basal metabolic rate. The dietary survey was energy-adjusted. The hidden obesity group had 

significantly higher meat intake, suggesting that biases such as high body fat percentage and low 

muscle mass and excessive meat intake are involved in the development of hidden obesity. 
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